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メディア融合時代到来!
【コンテンツ至上主義】視聴者が「選ぶ」メディアは?
多チャンネル放送研究所 + 音 好宏（上智大学教授＆多チャンネル放送研究所所長）編著

急速に台頭してきた有料動画配信サービス（OTT）の利用実態や、その潜在的ニーズ等を明らかにする
とともに、多チャンネル放送に与える影響、多チャンネル放送とOTTとの関係等を分析。メディア融合時
代の多チャンネル放送の今と未来を読み解きます。

●編著：多チャンネル放送研究所 + 音 好宏所長
●編集・発行：サテマガBi
●発行日：2016年12月25日
●ページ数：182ページ
●サイズ：A5判 ※購入は大手書店、Amazon、サテマガBi HPにて

定価:2,200円（税別）

有料放送＆VODビジネスがわかる！ 新社会人にもオススメの一冊
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〈読者の皆さまへ〉
「DATAページ」（各プラットフォーム別加入状況および業界動向データ、CS/BSペイテレビ接触率ランキングなど）の
掲載を今号も見送ることとなりました。上記各種データは、誌面には掲載しておりませんが、2022年1月10日に弊社HP

（http://www.satemaga.co.jp/）にPDFにてアップしております。お手数ですが、こちらから閲覧くださいますようお
願い申し上げます。

2022年1月10日 サテマガ・ビー・アイ（株） 月刊「B-maga」発行人  一瀬悦子／編集長  池和田一里

CLOSE SHOT
1月28日から全国のイオンシネマ89館で劇場上映
2月1日よる7時から時代劇専門チャンネルでテレビ初放送『殺すな』

裏店の長屋で筆づくりの内職をして糊口をしのぐ浪人・小谷善左エ門（中村梅雀）は、同じ長
屋に住む船頭の吉蔵（柄本佑）から、一緒に暮らすお峯（安藤サクラ）の様子を見張るように頼
まれていた。元は船宿の女将と抱え船頭だった2人は、密通のうえ駆け落ちして、ここで隠れるよ
うに暮らし始めたものの、やがてお峯は退屈な日々に虚しさを感じ始める。気晴らしのため川向こ
うへと架かる橋を渡ってみたいとの思いに駆られるお峯と、居場所が露見することを危惧して
「橋を渡るな」と厳命する吉蔵。すきま風が吹き始めた2人の様子を、善左エ門はかつての自分
と、自らの手に掛けてしまった妻の姿に重ねあわせて見守っていたのだが…。覚悟を決めたお
峯、暴走する吉蔵、心の叫びを上げる善左エ門。橋の袂で3人の切ない思いが交錯する。

あらすじ

「時代劇専門チャンネル」（日本映画放送（株）、東京・千代田区、石原 隆社長）が、2010年から制作を続けているオリジナル時代劇、
その第23弾となる作品『殺すな』が完成した。1月28日から全国イオンシネマ89館で劇場上映、2月1日よる7時から「時代劇専門チャ
ンネル」でテレビ初放送される。豪華な布陣で作られた本作品は、時代劇でありながら、現代社会にも通じる深い人間ドラマが、本編時
間の52分に凝縮されている。

原作：藤沢周平『殺すな』
（新潮文庫／実業之日本社刊『橋ものがたり』所収）
出演：中村梅雀　柄本佑　中村玉緒（特別出演）　本田博太郎　安藤サクラ 
監督：井上昭　脚本：中村努　音楽：遠藤浩二
エグゼクティブ・プロデューサー：宮川朋之（時代劇専門チャンネル）
プロデューサー：田倉拓記（時代劇専門チャンネル）  足立弘平（松竹）
製作：時代劇パートナーズ
制作：時代劇専門チャンネル 松竹

作品概要

時代劇専門チャンネル オリジナル時代劇 最新作

©「殺すな」時代劇パートナーズ


